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佐賀県ふるさと寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」による 

寄附金活用実績報告書 

 

 

 令和 ４年 ２月 ６日付け県協第２１２５号により寄附金交付決定通知のあった佐賀県ふるさ

と寄附金「ＮＰＯ等を指定した支援」を活用して下記のとおり事業を実施したので、佐賀県ふるさと

寄附金（「県民協働の地域づくり」及び「ＮＰＯ等を指定した支援」）による寄附金交付要綱の規定に

より、関係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 活用実績報告書（様式第６号 別紙１） 

２ 収支決算書（様式第６号 別紙２） 

 

 

  



 

 

（様式第６号 別紙１） 

    令和３年度寄附金活用実績報告書 

 

事  業  名 スポーツ振興事業 

寄 附 受 入 額  ９５０，０００円 

事業内容（いつ、どこで、誰が、何を、どのように実施したのかについて記載）  

○定期活動団体の概要 

開催時期：令和３年４月～令和４年３月   開催頻度：週１回～５回(１時間～３時間) 

開催場所：川副中学校、南川副小学校、西川副小学校、中川副小学校、大詫間小学校、 

南川副公民館、ｽﾎﾟｰﾂﾊﾟｰｸ川副（多目的広場、体育センター、武道館） 

開催広報：募集ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ（7,000部 町内全戸配布、町内４小学校全児童等、24施設で設置） 

     会員カード（1,200枚） 

種目：【少年】ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ(男･女)、空手、柔道、剣道、陸上、卓球、ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、野球、ｻｯｶｰ、新体操、 

         ﾐﾆﾗｸﾞﾋﾞｰ、ｷｯｽﾞﾁｱﾀﾞﾝｽ、ｽﾎﾟｰﾂ教室（大詫間） 

   【ｼﾞｭﾆｱ（中学生）】ｻｯｶｰ 

【一般】空手道、ﾗｰｼﾞﾎﾞｰﾙ卓球、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、合気道、ﾃｺﾝﾄﾞｰ、卓球、ｻｯｶｰ、ﾌｯﾄｻﾙ、ｼﾆｱﾌｯﾄｻﾙ、 

ﾘｽﾞﾑﾀﾞﾝｽ、ﾖｶﾞ、健康体操、貯筋運動、3B体操、ﾃﾆｽ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、弓道、剣道、柔道、 

ﾐﾆﾊﾞﾚｰ、ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰ、ﾐﾆﾃﾆｽ、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ、ｳｫｰｷﾝｸﾞ、ｽﾞﾝﾊﾞ、ｺｱ・ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ教室 

団体サポート：NPO法人ｸﾗﾌﾞﾏﾈｼﾞｬｰ 

団体指導：NPO法人ｸﾗﾌﾞﾏﾈｼﾞｬｰ、各種目団体指導者 

 

 事業実施の成果・効果（見込み）  

※提出期限までに成果・効果を示すことが困難な場合は、成果・効果の見込みを記入してください。 

かわそえスポーツクラブの各種目団体が年間を通して定期活動事業を行ったことにより継続し

て活動する大切さを知り、地域でスポーツ（運動）の良さを広報してもらっている。少しずつスポ

ーツを「する(活動）」、「育てる(指導者の確保・育成)」、「観る」、「支える(応援・支援)」に関わっ

た市民が増えてきている。このため、地域の各種団体（小学校、中学校、校区まちづくり協議会、

自治会、サロン活動等）等でのスポーツ活動や交流が増えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式第６号 別紙２） 

 

収 支 決 算 書 

事業名 スポーツ振興事業 

区  分 決算額（円） 備  考 

収 
 

入 

佐賀県ふるさと寄附金 950,000  

自主財源 79,429  

   

   

   

   

収入 計 1,029,429  

支 
 

出 

謝金   

旅費   

印刷製本費 396,950 募集ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、会員ｶｰﾄﾞ、ﾁﾗｼ等 

消耗品費   

使用料・賃借料 233,476 施設使用料等 

保険料   

返礼品等の調達に係る費用 302,044 4月～3月寄附額 1,160,000円 

返礼品等の送付に係る費用 96,959 4月～3月返礼品送料、振込手数料 

広報に係る費用   

事務に係る費用   

支出 計 1,029,429  

○支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。 

経理上の区分名で記載して構いません。 

○領収書等は事業終了後５年間保存してください。 


